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平成２５年９月２５日

九 州 地 方 整 備 局

佐 賀 国 道 事 務 所

厳木バイパス周辺に生息する「ハヤブサ」の

最新情報のお知らせ！

工事中の厳木バイパス周辺において

ハヤブサ幼鳥が巣立ちました

、 、国土交通省佐賀国道事務所は 事業中の厳木バイパス周辺において

平成１７年に国内希少野生動植物種、猛禽類「ハヤブサ」の生息が確

認されたことから、平成１７年５月に有識者からなる「厳木バイパス

猛禽類調査保護検討委員会 （以下「委員会 ）を設立し、保全措置を」 」

行い「ハヤブサ」に配慮しながら事業を進めてきたところです。

今回、平成２５年のハヤブサ繁殖期調査及びビデオ解析調査の結果

を、平成２５年８月２８日に開催した「委員会」で審議した結果、ハ

ヤブサ幼鳥の巣立ちが確認されたのでお知らせします。

※詳細については、別添資料をご参照ください。

佐賀国道事務所のホームページにも掲載しています。

http://www.qsr.mlit.go.jp/sakoku/

問い合わせ先

国土交通省 九州地方整備局 佐賀国道事務所

ＴＥＬ：０９５２－３２－１１５１（代表）

技術副所長 甲斐 浩己 （内線２０４）
か い

計画課長 松尾 佳久 （内線２６１）
ま つ お



 
厳木バイパスにおけるハヤブサの平成２５年繁殖状況について 

 

【平成１７年に始めた調査開始以来、初めてハヤブサの巣立ちが確認できました】 

 

【経緯】 

○厳木バイパスの沿線において、国内希少野生動植物種に指定されている「ハヤブサ」の営巣が

平成１７年１月に確認されたため、本種の保護に向けて、平成１７年５月に有識者からなる「厳

木バイパス猛禽類調査保護検討委員会」（以下「委員会」）を設立し、平成１８年７月に保全

措置を決定しました。 

○その後、委員会において決定された保全措置に基づき、コンディショニングやモニタリング調

査等を実施し「委員会」の意見を聞きながら工事を進めてきたところ、現在までハヤブサは警

戒行動等を示さず工事による影響のないことが確認されていましたが、主にカラス等の外敵に

よる繁殖阻害により、平成２４年までは繁殖に至っていませんでした。 

※保全措置とは、ハヤブサの保全範囲における工事について、①現場作業員への教育②繁殖期の

騒音が大きい工事の抑制③コンディショニング（徐々に作業時間を長くし、ハヤブサを工事に

慣らす手法）④低振動・低騒音機械の使用⑤モニタリング調査をいう。 

 

【平成２５年ハヤブサ繁殖期調査結果】 

○５月上旬に雛２羽の姿が確認されました。しかし、雛１羽がカラスによる攻撃を受け、営巣地

岩棚から落とされる事象が確認されました。 

○残る１羽は順調に生育し、「委員会」で審議した結果、５月下旬の巣立ちが確認されました。

■今年は無事に巣立ちまで確認出来ましたが、これまでの調査結果から繁殖活動へ影響を及ぼし

た可能性として下記が考えられます。 

●カラス類等の外敵による影響 

・平成１９年は卵及び雛がカラスにより巣外へ持ち出されており、平成２４年は巣内へ侵入した

テンと思われる小動物とハヤブサ成鳥が格闘している様子が確認されています。また、今年も

カラスに雛１羽が攻撃を受け、巣外へ落とされる事象が観察されました。 

●繁殖経験の未熟な、若い成鳥による影響 

・ハヤブサ雌は、平成１７年の調査開始から３回入れ替わっており、平成２０年～平成２１年に

かけての若鳥、平成２２年の亜成鳥の時は繁殖行動が少なかった事が確認されています。 

 

【今後】 

■厳木バイパスの相知長部田ＩＣ～岩屋ＩＣ間については平成２５年度中の開通を予定してお

り、引き続き保全措置を講じながら工事を進めて参ります。なお、開通後についても、影響の

有無を確認する為、観察調査に取り組むとともに「委員会」の意見を聞きながら、ハヤブサの

生息環境との調和を図っていきます。 

※巣内育雛までを『雛』、巣外育雛以降を『幼鳥』としました。

＊多数の人が営巣地付近に接近し、撮影行為等を行うことは、ハヤブサの繁殖活動を阻害することになるため、ハヤブサ等

の飛翔状況、営巣地に関する情報の公表は、差し控えさせていただきますので、ご理解・ご協力をお願い致します。 



 

 

 

   佐賀県 

                                 

             

幼鳥（左）と雄個体（右） 

平成２５年５月に確認された「ハヤブサ」 



厳木バイパスにおける、ハヤブサの平成２５年繁殖状況について 1 

 現在事業中である厳木バイパス周辺において、平成17年1月
に、つがいと見られるハヤブサ２羽の生息が確認されたことか
ら「厳木バイパス猛禽類調査検討委員会」において保全措置を
定め、ハヤブサの生息環境との調和を目指した事業の実施に取
り組んできました。 

ここでは、 

■これまでのハヤブサ保全措置の経緯 

■平成25年繁殖期におけるハヤブサの繁殖状況結果 

■平成25年繁殖期における工事状況 

について、報告します。 



これまでのハヤブサ保全措置の経緯１ 2 

《平成18年7月委員会で方針づけられた保全措置》 

・非繁殖期(7月～12月)の工事に対してハヤブサは
警戒行動等を示さなかった。 

・平成22年1月調査で昨年とは別の新しいつがいが
確認されたことから、委員会における専門家の意見を 
踏まえ、繁殖期(3～6月)の工事に対するコンディシ
ョニング初期段階では、専門家委員に立会して頂きハ
ヤブサの行動を監視、また警戒行動等発生時における
専門家委員との連絡体制を確立し、コンディショニン
グを実施。 

※コンディショニングとは、段階的に施工時間を
長くすることで、ハヤブサを工事に慣れさせてい
く手法を指します。 

・繁殖期は、騒音の影響が大きい工種の実施は当面
見合わせる。 
・その後の工事については、専門家の助言を得なが
らコンディショニングの実施を検討する。 

《平成18年7月委員会以降のハヤブサ生息状況》 

・審議の結果、繁殖期(1～6月)の工事に対するコン
ディショニング初期段階では、専門家委員に立会し
て 頂きハヤブサの行動を監視すること、また警戒
行動 等発生時における専門家委員との連絡体制を
確立す ることで、コンディショニングを実施。 

《H21繁殖期 コンディショニングの実施》 

・平成21年2月に委員会を開催し、非繁殖期におけ
るハヤブサの工事に対する行動と、工事の進捗状況
を報告し、繁殖期(1～6月)におけるコンディショニ
ングの手法等を審議。 

《H21繁殖期における工事の実施検討》 《H23及びH24繁殖期 通常のモニタリングの実施》 

《H22繁殖期 コンディショニングの実施》 

・平成21年及び平成22年のコンディショニングの結
果、工事を行った場合にハヤブサの行動に変化がなか
ったことから、コンディショニングは実施せず、通常 
のモニタリングを実施。 

《H2５繁殖期 コンディショニングの実施》 

・平成2５年３月に盛土工事を行うことから過去のコ
ンディショニングと同様に、工事着手段階においてコ
ンディショニングを実施。 



保全措
置項目 

Ｈ１９
年 

Ｈ２０
年 

工事 
抑制 

工事 
抑制 

■カラスによる、卵・雛の補食を確認。繁殖失敗と推察。 
■工事は非繁殖期の８月から実施 

■在巣時間も短く、繁殖失敗と推察 
■工事は非繁殖期の８月から実施 

実施 実施 無し 

無し 

使用 

これまでのハヤブサ保全措置の経緯２ 3 

Ｈ１７
年 

Ｈ１８
年 

Ｈ２１
年 

Ｈ２２
年 

Ｈ２３
年 

Ｈ２４
年 

Ｈ２５
年 

工事 
実施 

工事 
実施 

工事 
実施 

工事 
実施 

工事 
実施 

■５月に「厳木バイパス猛禽類調査保護検討委員会」 
 （以下、委員会という）を設立 

■５月以降、営巣地に殆ど滞在せず、繁殖失敗と推察。 
■工事は非繁殖期の９月から実施 

■２月の第５回委員会において、コンディショニングの 
 実施を決定 
■在巣時間も短く、繁殖失敗と推察 

■２月の第７回委員会において、新しいつがいが確認され 
 た場合はコンディショニングを実施すると決定 
■新しいつがいが確認されたが、繁殖失敗と推察 

■４月に「へび」の巣内侵入を確認 
■在巣時間も短く、繁殖失敗と推察 

■１月と２月に「テン」の巣内侵入を確認 
■５月に「テン」と思われる動物とハヤブサの格闘を確認 
■５月以降、在巣時間も短く、繁殖失敗と推察 

■５月初旬に、ハヤブサ雛２羽を確認。その後、カラスに 
 よりハヤブサ雛１羽が巣外へ排除されるのを確認 
■５月下旬にハヤブサ幼鳥の巣立ちを確認 

■平成１８年７月の第４回委員会において、保全措置を決定 
 （環境省「猛禽類保護の進め方」を参考に保全措置を検討） 
※繁殖期（特に配慮が必要な期間）とは１月～６月 
※コンディショニングとは、ハヤブサを工事に慣れさせていく手 
 法を指します。 

Ｈ１８年７月の委員会において検討した保全措置の実施 

モニタリ
ング 

繁殖期 
調査 

コンディ
ショニン
グ 

現場 
作業員へ
の教育 

低騒音・
低振動型
機械使用 

実施 

実施 

無し 

無し 

実施 

■１１月まで工事を実施。１１月以降は未実施。 
■１１月と１２月にハヤブサを確認 

■１月に、つがいと見られるハヤブサ成鳥２羽を同時に確認 
■３月～４月の調査で繁殖行動は見られたが繁殖失敗と推察 

繁殖期の
騒音を発
する工事
の抑制 

Ｈ１６
年 

実施 

工事 
抑制 

実施 実施 無し 使用 実施 

実施 実施 使用 実施 

実施 実施 使用 実施 

実施 実施 使用 実施 

実施 実施 使用 実施 

実施 実施 使用 実施 

実施 実施 使用 実施 



繁殖状況確認のための調査方法 4 

1.調査方法 

  見通しの良い場所に定点を複数設け、ハヤブサの飛翔状況や繁殖行動の
観察等によるモニタリングを行いました。 

 ビデオカメラの画像を用いて、継続的なモニタリングを実施しました。 

2.調査実施期間 
 2.1調査員によるモニタリング調査 
   平成2５年１月、２月、３月、5月、６月において〔3日間/月〕 
          
 2.2ビデオカメラによるモニタリング調査(継続中) 
   平成17年12月～平成2５年6月（繁殖期）  

1.1調査員によるモニタリング調査 

1.2ビデオカメラを用いたモニタリング 



ハヤブサの繁殖状況結果１ 5 

平成23年繁殖期に形成された同じつがいによる営巣地利用
を確認。 

 

平成１７年の調査開始以来、初めて幼鳥１羽の巣
立ちが確認され、繁殖に成功したと推察できます。 

■ハヤブサつがいの繁殖状況 

幼鳥（左）と雄個体（右） 
平成２５年 

雄 

雌 

雛 

不明・その他 

計 

１月 

１７ 

１３ 

- 

- 

３０ 

繁殖つがい 

２月 

２０ 

１１ 

- 

１ 

３２ 

３月 

９ 

４ 

- 

４ 

１７ 

５月 

２０ 

１０ 

３ 

- 

３３ 

６月 

２ 

- 

- 

１ 

３ 

         調査月 
項目 

ハヤブサの月別確認状況 



ハヤブサの繁殖状況結果２ 6 

12月

H17
Ｈ２５繁殖期

３月 ４月 ５月 ６月

Ｈ１８繁殖期 Ｈ１９繁殖期 Ｈ２０繁殖期 Ｈ２１繁殖期 Ｈ２２繁殖期 Ｈ２３繁殖期

３月 ４月 ５月 ６月 １月 ２月３月 ４月 ５月 ６月 １月 ２月３月 ４月 ５月 ６月 １月 ２月３月 ４月 ５月 ６月 １月 ２月３月 ４月 ５月 ６月 １月 ２月３月 ４月 ５月 ６月 １月 ２月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １月 ２月

Ｈ２４繁殖期非繁

0:00

12:00

24:00

36:00

48:00

60:00

72:00

84:00

96:00

108:00

120:00

累
積
在
巣
時
間
（
時
間
）

雄 雌 性別不明
※ H21 11/1、11/6～11/28、12/22～12/24は欠測
※ H22 8/10～9/3は欠測

５月２４日に幼鳥の巣立ちを確認 

■監視システム(常設ビデオカメラ)によるモニタリングの結果 

設置した監視カメラ映像を用いてハヤブサの在巣時間を解析しました。 

継続的な在巣時間と比較すると、平成19年繁殖期と同様に突出して長くなって

おり、順調に抱卵・育雛が確認できました。 

平成2５年５月２４日に、幼鳥の巣立ちを確認しました。 

※グラフは、繁殖期におけるハヤブサが巣に滞在する時間を１週間単位で示したものです。 

図 繁殖期における、ハヤブサの在巣時間の経時変化(H17.12.24～H25.6.30) 



ハヤブサの繁殖状況結果３ 

                                 ▼監視カメラ映像を解析した結果、 

            ５月４日に、カラスが巣内に侵入し、ハヤブ 
            サ雛を巣外へ排除した様子が確認されました。 
 

 
 
 

 
▼５月７日に、巣内の 
 ハヤブサ雛を１羽 

 確認しました。 
 
 

 
            
        ▼５月２４日に、 

           幼鳥の巣立ちを確認しました。 

7 

■監視システムによるモニタリングの結果 

雛 

25.5.7 

25.5.24 

羽ばたく幼鳥 

25.5.4 

雛とカラス 



平成２５年繁殖期における工事状況 8 

 平成25年繁殖期の３月から、盛土工事が開始されました。 
 

 ハヤブサが工事に慣れるよう、工事着手時より徐々に作業を行うコンデ
ィショニングを実施しました。 
 

工事中もリラックスした行動や交尾、餌運び等の繁殖を示唆する行動が確 
 認され、特に警戒するような行動は観察されませんでした。 

■工事内容 

盛土（ブルドーザー・ダンプトラック） 盛土（ブルドーザー・タイヤローラ） 



ま と め 9 

★平成２５年はハヤブサの巣立ちが確認できました 
 
これまでの調査結果から、過去の繁殖失敗の主な要因として 
①カラスやヘビ、テン類などの外敵によるもの 
②繁殖経験の少ない若いハヤブサによるもの 
 が考えられます。 
工事に対しては、工事中もリラックスした行動が見られ、警
戒する様子は確認されていません。 

○平成２５年度中に厳木バイパスの岩屋ＩＣから相知長部田ＩＣまでの供
用を予定しています。 

○供用に際しても保全措置はおこないますが、引き続きモニタリング調査
を実施し、専門家の意見を聞きながら、ハヤブサの生息環境との調和に
取り組んでいきます。 

＊多数の人が営巣地付近に接近し、撮影行為等を行うことは、ハヤブサの
繁殖活動を阻害することになるため、ハヤブサ等の飛翔状況、営巣地
に関する情報の公表は、差し控えさせていただきますので、ご理解・
ご協力をお願い致します。  


